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第 25 回福岡県消防操法大会
鞍手町消防団の活躍を観戦してみませんか。
●とき　　７月 22 日（日）午前８時 45 分開始予定
　　　　　　  ※鞍手町消防団は午後２時 30 分頃出場予定
●ところ　福岡県消防学校（嘉麻市牛隈 1794 番地）

走れ、鞍手町消防団�
２年に１度行われる、消防団の日ごろの訓練の成果を競う福岡県消防操法大会。今年で
25 回目を迎えるこの大会に、宮若市・鞍手郡１市２町を代表して鞍手町消防団が出場し
ます（自動車ポンプの部）。日中は自分の仕事を持つ選手たちですが、大会本番に向けて、
３月から毎週月・水・金曜日の夜にハードな訓練を行っています。がんばれ、鞍手町消防団�
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　５月 30 日、町と日本郵便株式会社が「郵便局のみまもりサービス」をふるさと納税
の返礼品とすることに関する協定を締結しました。写真は協定書調印式に臨んだ町長
と町内 4 郵便局局長の皆さんです。このサービスは、離れて暮らす家族のみまもりを
郵便局がサポートするもので、返礼品への導入は、県内では鞍手町が初めてとなります。
　なお、町では、事業者の皆さんのご協力のもと、随時返礼品の拡充を行っており、
６月末現在の返礼品数は、54 品 95 種となっています。

寄附者への返礼品を拡充しています
▶鞍手町ふるさと応援寄附

國
く に や ま

山渚
な る み

瑠実ちゃん
平成28年７月30日生まれ

渚瑠実ちゃん２歳のお誕生日お
めでとう�お姉ちゃん、お兄ちゃ
んに囲まれて元気いっぱい大き
く成長していますね。歌や踊りが
大好きななるちゃん。これからも
皆を笑顔にできるステキな女の
子に成長してください。（父　勝
彦さん、母　美樹代さん・中山）

奥
お く だ い ら

平悠
は る と

斗くん
平成28年７月27日生まれ

はるちゃん、２歳のお誕生日おめ
でとう�おしゃべり上手で、い
つもニコニコお話してくれるね。
これからもその笑顔でお兄ちゃ
んとも仲良くネッッ♡（父　寿法
さん、母　ひろみさん・中山）

坂
さ か た

田康
こ う せ い

成くん
平成29年７月27日生まれ

兄２人の影響か、康成は成長が早
くて驚きの毎日です。あんよが上
手になり、これからもっとできる
ことが増えていくのが楽しみで
す。たくさん食べて遊んで、心も
体も元気に育ってください�（父
憲治さん、母　侑穂さん・中山）

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、
発行月に誕生日を迎える満３歳まで
のちびっ子を募集しています。８月
生まれは、７月 10 日（火）までに、
役場政策推進課政策係☎４２局２
１１１番（jouhou@town.kurate.
lg.jp）へお申し込みください。

▼
お待ちしています

　５月 27 日、浮洲公園で鞍手町消防団による夏季訓練が
行われました。この日の訓練では、消防車両やポンプの点
検をはじめ、梅雨の時期には欠かせない、大雨などによる
災害に備えるための「土のう作り」が行われました。また
この日、訓練中に町内で火災が発生すると、機敏な動きで
消防車両に乗り込み、消火活動へ向かう団員の姿が見られ
ました。団員たちは、日々、町民の安全・安心を守るため
に汗を流しています。

　６月12日、西川小学校で全校児童を対象とした防犯スポー
ツ教室がありました。講師を務めたのは安全安心まちづくり
研究会理事長の坂本一成さん。1 対 1 で相手のしっぽを取
り合う「しっぽ取りゲーム」や本気で追ってくる大人たちか
ら逃げる「ランドセル鬼ごっこ」などスポーツ要素を取り入
れたプログラムで、児童たちが楽しみながら「素早く逃げる・
大きな声を出す・犯罪者に対して優位なポジションを取る」
ことを身に着けられるように指導されていました。

町民の安全・安心を守るため
▶浮洲公園で鞍手町消防団夏季訓練

犯罪から身を守る力
▶西川小学校で防犯スポーツ教室
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　５月 16 日、町議会の臨時会が開催され、水摩幸隆教育長の後任として、栗田ゆかりさんを選任
することが同意されました。栗田教育長は、長年小学校教諭として教壇に立ち、校長としても町の
学校教育の発展に尽力してこられました。
　６月１日には、役場で任命辞令交付式が行われ、栗田教育長は就任にあたり「水摩前教育長の取
り組まれてきたことを引き継ぎ、町の教育をより良いものにしたい」と話されました。
　任期は平成 30 年６月１日から平成 32 年 10 月３日です。

教育長に栗田ゆかりさんが選任されました
▶鞍手町教育委員会教育長任命辞令交付式

堀
ほ り か わ

川紗
さ な

菜ちゃん
平成29年７月１日生まれ

紗菜ちゃん１歳のお誕生日おめ
でとう�いつもニコニコ笑顔の
紗菜ちゃん♪これからもお姉
ちゃんと仲良く、元気に育って
ね。（父　博之さん、母　里美さ
ん・室木）

藤
ふ じ い

井結
ゆ づ き

月ちゃん
平成28年７月２日生まれ

２歳のお誕生日おめでとう�可
愛い歌声とおしゃべりでいつも
楽しませてくれてありがとう♡
大好きなお米をいっぱい食べて
お兄ちゃんと仲良く大きくなっ
てね。（父　一志さん、母　郁代
さん・新北）

大
お お ば

庭芽
め い な

奈ちゃん
平成28年７月９日生まれ

めいちゃん２歳のお誕生日おめ
でとう☺猫のお世話にお兄ちゃ
んのお世話まで本当にお世話好
きなめいちゃん☺絵本とお歌が
大好きで毎日めいちゃんのお歌
を聞くのが楽しみだよ♡これか
らも笑顔がとびきり可愛いクー
ルビューティーでいてね♡（父　
奨悟さん、母　麻希さん・弥生）

７月生まれ
Happy birthday to you.

すくすく
日記

　一言一句も聞きもらすまいと、職業人の話に耳を傾けなが
らメモを取る子どもたち。６月 12 日、剣北小学校でキャリア
教育夢授業がありました。これは、子どもたちが将来に向け
た夢や目標を抱き、自己の生き方についての考えを深められ
るようにと、６年生を対象に行われたものです。
　「子どもたちの将来の役に立てるのなら」と警察官、看護
師、ダンス講師、カメラマン、カレー店主など多種多様な
30 人の職業人が集い、どうしたらその職業に就けるか、ど
うやって苦手なことを乗り越えるかなど、子どもたちから
の仕事に関する質問に答えていました。

職業人に聞く「仕事とは」
▶剣北小学校でキャリア教育夢授業

　６月８日、剣北小学校で「人権・スポーツ教室」が開かれ
ました。これは、仲間や相手を思いやる心、いじめ防止など
についてプロスポーツ選手が直接メッセージを発信すること
で、子どもたちに人権意識を持ってもらおうと行われている
ものです。この日は、プロバスケットボールチーム「ライジ
ングゼファーフクオカ」の薦

こ も だ

田拓
た く や

也選手が講師を務め、家族
や仲間の支えがあったからこそプロになることができたとい
う自らの体験をもとに、夢を叶えるために大切なことは何か
を子どもたちに優しく伝えていました。
　また、この日は、町の人権擁
護委員さんによる人権擁護委員
活動についての説明も行われ、
子どもたちへ「困ったときは相
談してね」と優しく語りかけて
いました。

周囲への気配りを忘れずに
▶剣北小でプロバスケットボール選手が人権・スポーツ教室
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

クラフト 森  恵津子さん
（新北）

鞍
手
町
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

●
鞍
手
町
体
育
協
会

６
月
３
日
、
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
第
58
回
鞍
手

町
野
球
大
会
。
今
年
も
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
丸
数
字
は
順
位
）。

●
結
果　

①
城
ヶ
崎
区
②
神
崎
区
③
新
中
山
区
・
幸
町
区

「
炭
坑
の
語
り
部
・
栗
田  

徳
さ
ん
」

が
講
師
を
務
め
る
炭
鉱
勉
強
会
も
、
今

回
で
第
７
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

前
回
は
自
身
の
体
験
し
た
仕
事
を
中

心
に
、熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
７
回
も
石
炭
の
よ
う
に
燃
え
る
勉

強
会
を
開
催
し
ま
す
。
鞍
手
町
の
炭
坑

に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
資
料
も
配

布
し
ま
す
の
で
、
今
回
か
ら
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

●
と
き　

７
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

研
修
室
３

●
問
い
合
わ
せ　

歴
史
民
俗
博
物
館

☎
４
２
局
３
２
０
０
番
ま
で

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
（
直
鞍
広
域
消

防
本
部
）
で
は
、
次
の
と
お
り
普
通
救
命
講
習
を
行
い
ま
す
。

●
内
容
（
と
き
）　

▽
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
８
月
４
日
（
土
））
＝
成

人
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
▽
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
８

月
５
日
（
日
））
＝
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
い
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
鞍
広
域
消
防
本
部　

２
階
屋
内
訓
練
場

●
申
込
期
限　

７
月
28
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
広
域
消
防
本
部
☎
３
２
局
１
１
３
２
番
ま
で

炭
鉱
勉
強
会
を
行
い
ま
す

●
歴
史
民
俗
博
物
館

命
を
守
る
行
動
を
。
救
命
講
習
を
行
い
ま
す

●
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

自宅の庭で育ったユーカリ（木）の丸葉、
バラ、かすみ草を５月にドライにし、リー
スを作成しました。ドライフラワーは「永
遠を表す幸運の象徴」と言われています。 

（縦：60cm、
横：55cm）

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イ
ラストやマンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広
報へのご意見・ご感想などどしどしお寄せください。

ひろば
読者の皆さんの
ページです。

Relay Essay

を
し
て
く
れ
た
り
し
て
、
楽
し
い
毎
日
に

変
わ
り
ま
し
た
。

今
で
は
お
店
を
始
め
て
11
年
が
た
ち
ま

す
。
そ
の
間
、
私
の
生
活
に
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
、
笑
っ
て
仕
事
が
で
き
な

い
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
く
、
こ
の
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
せ
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
幸
せ
を
く
れ

た
主
人
に
感
謝
で
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん

の
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
こ
の
町
で
お

店
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ん
が
笑
顔
で

私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
鞍
手
町

で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
て

鞍
手
町
で
就
職
し
、
主
人
と
知
り
合
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
の
主
人
は
寿
司
竜
馬
で
板

前
を
し
て
お
り
、
い
つ
か
は
自
分
の
お
店

を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
中
で
、
多
く

の
方
の
応
援
や
支
え
を
受
け
て
「
居
酒
屋

な
ん
で
ん
や
龍
」
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
酒
が
飲
め
な
い
私
は
お
酒
の
席

が
分
か
ら
ず
、
毎
日
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か

り
で
、
戸
惑
い
不
安
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に
お
客
さ
ん
は
、

い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
話

な
時
に
も
、
皆
さ
ん
が
温
か
く
見
守
り
、

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
も
し
て
い
た
だ
き
、
苦
し
か
っ
た

私
に
は
と
て
も
心
強
く
、
励
み
に
な
り
ま

し
た
。

私
は
、
も
し
主
人
が
お
店
を
始
め
て
い

な
か
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
と
出
会
う
こ
と
も

帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
夫
婦
仲
良
く

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
鮎
美
さ
ん
（
中
山
・
33
歳
）

VOL
231

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

矢野百合子さん
（くらじ短歌会）短歌

数年前、縁ありてあ
る高齢者と知り合っ
た。独居であること、
高齢であること、何も
悔やまず矍

かくしゃく

鑠とされ、
ご自分の生活を送られ
ていた当時の姿が今も
目に浮かびます。

独
り
居
の
ハ
ブ
茶
の
莢さ

や

さ
く
そ
の
人
は

来
し
方
た
た
み
丸
い
背
向
け
る

次
回
は
、
門
司
晃
幸
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。
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いきいき
健康
だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての

お知らせです HealthINFORMATION

　７月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

乳幼児健診・相談

● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま
で。必ず妊婦本人がお越しください。日程の都合
がつかない場合はご相談ください。

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番

号カードまたは個人番号通知カードと本人確認が
できるもの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

みんなで楽しく料理をしましょう。身近な材料で
作れる、簡単・おいしいメニューです。夏休みの思
い出に参加してみませんか。
●とき　８月１日（水）午前９時 30 分から午後１時まで
●ところ　総合福祉センター 保健棟
●対象者　小・中学生とその保護者
●募集人員　30 人（定員になり次第締め切り）
●参加費　無料
●持ってくるもの　エプロン、三角きん
●申込期限　７月 25 日（水）
●申し込み　総合福祉センターまで

夏休み子どもクッキング

室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、
こまめに水分・塩分、経口補水液などを補給しましょう

こまめに水分補給する

暑い季節です。熱中症を予防しましょう ！ ！

室内では…
　⇢ 扇風機やエアコンで温度を調節する
　⇢ 遮光カーテン、すだれ、打ち水をする
　⇢ 室温をこまめに確認する
外出時には…
　⇢ 日傘や帽子の着用
　⇢ 日陰の利用、こまめな休憩
　⇢ 天気の良い日は日中の外出をできるだけ控える
からだの熱の蓄積を避けるために…
　⇢ 通気性の良い、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
　⇢ 保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす

暑さを避ける

施設健診（個別検診）のお知らせ
特定健診は医療機関でも受診できます。生活習

慣予防のためにも年に１度は必ず健診を受けましょ
う。特定健診は鞍手町国民健康保険に加入している
40 歳以上 74 歳以下の人が対象となります。
● 健診受診場所　かかりつけの医療機関
● 申し込み　「特定健診受診券」を送付しますので、

役場保険健康課までお申し込みください

脳梗塞は脳卒中の１つで、夏に増加する病気です。
夏は温度が上がるため、体内の熱を発散しようと血

管が拡張し、血圧が低下します。そのうえ、汗をかく
ことで水分が不足して血液が濃くなり、脳血管がつま
りやすくなります。６月から８月の夏場、睡眠中と朝の
起床後２時間以内に起こりやすいため、就寝前と起床
後にコップ１杯の水を飲むことが夏の脳梗塞予防につ
ながります。

脳梗塞の前兆として、体の片方の手足に力が入らな
い、重いめまい、激しい頭痛、ろれつが回らない、言葉
が出てこない、物が二重に見えるなどの症状が現れます。

これらは「一過性脳虚血発作」と呼ばれ、小さな血
栓が一時的に血管を詰まらせて起きる病気です。数分
から数十分程度で一時的に改善するため、そのまま放
置する人が多く、事態を悪化させています。この段階
で放置せず、一刻も早く脳神経外科を受診しましょう。

夏の脳梗塞を気をつけましょう

区　分 期　日 対象児

４か月健診 ７月12日㈭ 平成 30 年 2 月 15 日から
平成 30 年 3 月 14 日生まれ

７か月健診
７月26日㈭

平成 29 年 12 月 1 日から
平成 29 年 12 月 28 日生まれ

12 か月健診 平成 29 年 7 月 1 日から
平成 29 年 7 月 31 日生まれ

１歳半健診
７月５日㈭

平成 28 年 12 月 8 日から
平成 29 年 1 月 5 日生まれ

３歳健診 平成 27 年 6 月 8 日から
平成 27 年 7 月 5 日生まれ

乳幼児相談 ７月10日㈫ 平成 30 年 4 月 14 日から
平成 30 年 5 月 11 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／７月の休館日は、４日（水）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

ひとたび外に出てみれば、そこは謎め
く不思議な世界。あんな人やこんな
人。「いるいる！ 」とうなずくか、「う
そでしょ？」と首をひねるか…。数々
の傑作小説を著している乃南アサの
人間観察記。

犬棒日記
作＝乃南アサ

中でもこの本がオススメです。

　　一般の本

・魔法のポリ袋レシピ（作＝ mako）
・三成最後の賭け（作＝矢的　竜）
・わたしの忘れ物（作＝乾　ルカ）

今月新しく入りました。

　　子どもの本

・10このきらきら　ねがいぼし（作＝ケイト・ストーン）
・とっとっとピイちゃん（作＝きむらゆういち）
・バナナおいしくなーれ（作＝矢野アケミ）

絵
本
の
表
紙
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る

赤
い
壁
の
絵
。

赤
い
大
き
な
壁
は
、そ
れ

が
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

ど
こ
ま
で
続
い
て
い
る

の
か
誰
も
知
り
ま
せ
ん
。

壁
の
向
こ
う
が
気
に
な

る
ネ
ズ
ミ
は
、ネ
コ
や
キ

ツ
ネ
や
ク
マ
、ラ
イ
オ
ン

に
尋
ね
ま
す
が
…
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
と

受
け
入
れ
続
け
て
い
る

う
ち
に
、大
切
な
こ
と
を

見
過
ご
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。小
さ
な
ネ

ズ
ミ
が
壁
を
越
え
て
外

の
世
界
へ
と
は
ば
た
く

姿
は
、読
む
人
に
勇
気
を

与
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

の

本
だ
な

ともくんは、いいなあ。なんでも新しい
ものばかりで。わたしなんてお姉ちゃん
のおさがりばっかり。そういって、なっ
ちゃんが大きなため息をついたとき、先
生がおさがりの大切な思い出を教えてく
れます。ものを大切にする心を育む絵本
です。

おさがり
作＝くすのきしげのり

ヨ
ー
コ
さ
ん
の“
言
葉
”

ふ
っ
ふ
っ
ふ

作
＝
佐
野
洋
子

私
た
ち
の
生
活
を

楽
に
し
て
く
れ

る
も
の
が
溢
れ

て
い
る
。
次
々
に
便
利
に

な
っ
て
行
き
、
そ
れ
と
共

に
薄
れ
て
い
く
人
と
人

の
関
わ
り
。
そ
の
こ
と
が

生
き
に
く
い
世
の
中
を

作
り
出
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
佐
野
さ
ん

は
考
え
ま
す
。「
私
の
風

呂
戦
争
」
は
ど
こ
の
家
庭

に
も
起
こ
り
そ
う
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
子
育
て
で
悩

ん
で
い
る
方
の
気
持
ち

も
ふ
っ
と
緩
む
こ
と
で

し
ょ
う
。
絵
本
『
百
万
回

生
き
た
ね
こ
』
の
著
者
佐

野
洋
子
さ
ん
の
視
点
で

日
常
の
出
来
事
を
捉
え

た
、
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
絵

本
の
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ

本
で
す
。

か
べ
の
む
こ
う
に

な
に
が
あ
る
？

作
＝
ブ
リ
ッ
タ
・
テ
ッ
ケ
ン

　
　

ト
ラ
ッ
プ

※７月の新刊は、２日（月）からの貸出となります。

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
石
松
一
葉
さ
ん
（
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

広
が
る
本
だ
な
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HealthDr. 田中の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

田
中
宏
明
・
た
な
か
ひ
ろ
あ
き　

昭
和
56
年
横
浜
市
立
大
学
を
卒
業
後
、
産
業
医
科
大
学
整
形
外
科
に
入
局
し
、
関
連
病
院
に
勤
務
。
九
州
労
災
病
院
門
司
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
経
て
、
平
成
25
年
7
月
か
ら
、
く
ら
て
病
院
整
形
外
科
常
勤
医
師
と
し
て
勤
務
。
平
成
30
年
４
月
か
ら
同
病
院
長
。
専
門
領
域
は
関
節
外
科
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
、
骨
折
一
般
。
日
本
整
形
外
科
学
会
専
門
医
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
専
門
医
、
医
学
博
士
。

 

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、
立

っ
た
状
態
か
ら
転
ん
だ
、
重
い
物

を
持
っ
た
、
ど
す
ん
と
座
っ
た
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
背
中
・

足
・
手
等
の
骨
が
折
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
に
は
知
ら
な

い
う
ち
に
折
れ
て
い
る
こ
と（
い
つ

の
ま
に
か
骨
折
）も
あ
り
ま
す
。
一

か
所
が
折
れ
る
と
次
々
に
骨
折
が

連
鎖
し
て
起
こ
り
、
寝
た
き
り
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
悪
循
環
を
断
つ
こ
と
が
、
骨

粗
し
ょ
う
症
治
療
の
目
的
で
す
。

治
療
の
開
始
時
期
は
何
歳
か
ら

と
い
う
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
で
は
60

代
、
男
性
で
は
70
代
か
ら
骨
粗
し
ょ

う
症
に
な
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。

⑤
骨
折
し
た
こ
と
が
な
く
、
骨
密

度
が
70
％
以
上
80
％
未
満
の
人

で
も
、
年
齢
、
体
重
、
飲
酒
や

喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
な
ど
を

考
慮
し
て
治
療
を
検
討

以
前
は
骨
密
度
を
増
や
す
薬
が

い
い
薬
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
は
そ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
で
、
確
実
に
骨
折
を
予
防
で
き

る
薬
が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た（
下
表
参
照
）。
実
際

に
病
院
で
は
、
年
齢
、
性
別
、
骨

折
の
部
位
、
他
の
病
気
や
治
療
の

有
無
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
こ

の
薬
の
評
価
を
参
考
に
し
な
が
ら

薬
の
種
類
を
決
め
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ
た
薬
剤
に

よ
る
治
療
と
共
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム

を
多
く
含
ん
だ
食
事
、
運
動
な
ど

の
生
活
習
慣
、
転
倒
を
防
ぐ
よ
う

こ
の
年
齢
の
人
は
、
一
度
医
療
機
関

を
受
診
し
て
骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査

を
し
て
も
ら
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。

治
療
の
開
始
の
基
準
は
日
本
骨

粗
鬆し

ょ
う

症
学
会
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
あ
り
、次
の
５
つ
の
基
準

に
当
て
は
ま
る
人
は
治
療
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
に
立
っ
た
状
態
か
ら

の
転
倒
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
背
骨
や
大
腿
骨
近
位
部

（
股
関
節
の
あ
た
り
）が
折
れ
た

こ
と
が
あ
る
人

②
①
以
外
の
骨（
手
首
や
肩
等
）が

折
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
で
、
骨

密
度
が
80
％
以
下
の
人

③
骨
折
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
骨

密
度
が
70
％
以
下
の
人

④
骨
折
し
た
こ
と
が
な
く
、
骨
密

度
が
70
％
以
上
80
％
未
満
の
人

で
も
、
家
族
に
大
腿
骨
近
位
部

を
折
っ
た
人
が
い
る
人

治
療
の
目
的
は
？

治
療
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

治
療
薬
の
種
類
は
？

治
療
が
で
き
ま
す

？
骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
（
63
歳
・
男
性
）

骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
は
、
連
鎖
的
な
骨
折
を
予
防
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

発
症
者
の
増
え
る
年
齢
（
女
性
60
代
・
男
性
70
代
）
の
人
は
、
一
度
医
療
機
関

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

な
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

薬の分類 骨密度
増加効果

骨折予防効果

椎体骨折
（背骨）

非椎体骨折
（手首など）

大腿骨
近位部骨折

活性型ビタミンD3薬 A A B C

ビスフォネート薬 A A A A

副甲状腺ホルモン薬 A A A C

抗 RAKL抗体 A A A A

【骨粗しょう症の治療薬】

（評価A：効果あり　B：効果があるとの報告がある　C：報告がない）
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後期高齢者
医療制度

平成30年度の保険料額が決定しました。平成30年度
分の保険料額と７月期以降の期ごとの納付額は、７月中
旬に被保険者（加入者）の皆さんにお届けする保険料額
決定通知書で確認できます。

保険料は、被保険者全員が負担する「被保険者均等割額」と、被保険者の所得に報じて負担する「所得割額」の合計になります。

●保険料の軽減等

※後期高齢者医療制度に加入する前日
まで「会社などの健康保険の被扶養者」
だった人は、均等割額は５割軽減され、
所得割額はかかりません。ただし、均
等割の軽減割合（左表）の９割軽減、8.5
割軽減に該当する人は、９割軽減、8.5
割軽減が優先されます。

　世帯の所得に応じて均等割額（年額 56,085 円）が軽減
されます。

同一世帯内の被保険者及び
世帯主の軽減対象所得金額の合計額

軽減
割合

軽減後の
均等割額
（年額）

33 万円（基礎控除額）以下で、被保険者全員が年金収入
80 万円以下で、ほかに所得がない人 ９割 5,608 円

33 万円（基礎控除額）以下の人 8.5 割 8,412 円
33 万円（基礎控除額）＋27.5 万円×被保険者数以下の人 ５割 28,042 円
33 万円（基礎控除額）＋50 万円×被保険者数以下の人 ２割 44,868 円

自己負担
割合 負担区分 要件

３割 現役並み
所得者

同一世帯の被保険者のどなたかの市町
村民税課税所得が145万円以上の人

自己負担
割合 負担区分 要件

３割
現役並みⅢ 課税所得が690万円以上の被保険者がいる

現役並みⅡ 課税所得が380万円以上の被保険者がいる

現役並みⅠ 課税所得が145万円以上の被保険者がいる

【軽減になる人の基準】

平成 30 年７月まで 平成 30 年８月から

■均等割額の軽減 ■保険料の減免制度
　災害等により保険料の納付が困難となった場合は、
保険料が減免できる場合がありますので、ご相談くだ
さい。

●８月から後期高齢者医療の被保険者証
が新しくなります

　現在の保険証（水色）の有効期限は、平成 30 年７月
31 日までとなっています。８月から使用する新しい保
険証（うす緑色）は、７月中旬より「簡易書留」で郵
送します。簡易書留は郵便局の配達員が直接手渡しす
る方法で、受取りの際に受領印が必要となります。不
在等が続き郵便局での保管期間が過ぎた場合は、保険
証は鞍手町役場に返送されますので、本人確認ができ
るものを持参のうえ保険健康課窓口でお受け取りくだ
さい。窓口でお受け取りの前に、保険健康課へ電話に
て返送状況等をご確認ください。

　高額療養費制度の見直しに伴い、下表のとおり平成 30 年８月から負担割合３割の負担区分が現役並みⅠ・Ⅱ・Ⅲ
の３つに細分化されます。負担区分が現役並みⅠ・Ⅱに該当する人は、新たに限度額適用認定証の交付を受けるこ
とができます。限度額適用認定証は入院等で窓口負担額が高額になる際、医療機関へ提示することで自己負担を限
度額で抑えることができます。交付については役場保険健康課での申請手続きが必要になります。

●制度改正について

●限度額適用・標準負担額減額認定証は
８月更新となります

　現在、使用している後期高齢者医療の減額認定証の
有効期限は７月 31 日までとなっています。減額認定証
をすでに持っている人で平成 30 年度の市町村民税が非
課税世帯の人には、８月１日からの新しい減額認定証
を７月中旬よりお届けします。減額認定証を持ってい
ない人で新たに交付を希望する場合は、窓口での申請
手続き※が必要になります。
※交付申請に必要なもの…印かん、被保険者証、その他
（非課税証明書など収入額を証明するものや、入院期
間を確認できるものが必要になる場合があります。）

●問い合わせ　鞍手町役場保険健康課公費医療係☎0949-42-2111（内線202・205）

年間保険料
（最高限度額62万円） ＋

所得割額

（ ）－ 所得割率
10.83％

総所得
金額等

33 万円
（基礎控除額）

×
＝

56,085 円

被保険者均等割額
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補助限度額等
（年額）

区分

生計同一の
兄姉がいない園児
（第１子）

区分１～３で生計同一の兄姉が１人
以上いる園児、区分４・５で小学３
年生までの兄姉が１人以上いる園児

補助限度額 園児順位 補助限度額
１ 生活保護世帯 308,000 円 第２子以降 308,000 円

２ 町民税所得割非課税世帯
ひとり親世帯等（※１） 308,000 円

第２子以降 308,000 円
上記以外の世帯 272,000 円

３ 町民税所得割課税世帯
（所得割額：77,100 円以下）

ひとり親世帯等（※１） 272,000 円 第２子以降 308,000 円

上記以外の世帯 187,200 円
第２子 247,000 円

第３子以降 308,000 円

４ 町民税所得割課税世帯
（所得割額：211,200 円以下） 62,200 円

第２子 185,000 円
第３子以降 308,000 円

５ 上記区分以外の世帯 －
第２子 154,000 円

第３子以降 308,000 円
※１：母子世帯、父子世帯、身体障害者・療育・精神障害者保健福祉のいずれかの手帳の交付を受けた人、特別児

童扶養手当の支給対象児童、国民年金の障害基礎年金の受給者のいずれかに該当する世帯。

区分

利用者負担額
生計同一の

兄姉がいない園児
（第１子）

区分１～３で生計同一の兄姉がいる
園児、区分４・５で小学３年生まで
の兄姉がいる園児（第２子）

１ 生活保護世帯 0 円 0 円

２ 当該年度（※２）の
町民税所得割非課税世帯

ひとり親世帯等（※１） 0 円 0 円
上記以外の世帯 2,700 円 0 円

３
当該年度（※２）の
町民税所得割課税世帯

（所得割額：77,100 円以下）

ひとり親世帯等（※１） 2,700 円 0 円

上記以外の世帯 9,000 円 4,500 円

４ 当該年度（※２）の
町民税所得割課税世帯（所得割額：211,200 円以下） 18,400 円 9,200 円

５ 上記区分以外の世帯 23,100 円 11,550 円
※２：４月から８月は前年度、９月から翌年３月までは当該年度。
＊第３子は無料です。
＊鞍手幼稚園は、子ども子育て支援制度へ移行していません（私立幼稚園就園奨励費補助金の対象になります）。
● 問い合わせ　鞍手町役場福祉人権課児童人権係☎ 0949-42-2111（内線 241）

● 次のすべての要件を満たす世帯が対象です
①園児が私立幼稚園（町外の幼稚園を含み、子ども子育て
　支援制度へ移行した幼稚園を除く）に在園していること
②園児が満３歳児以上で小学校就学前であること
③園児が鞍手町に居住し、住民登録をしていること

● 補助金額

● 幼稚園等（教育認定）利用者負担額

● 申請の際は次の書類を幼稚園に提出してください
①保育料等減免措置に関する調書
②添付書類　※詳しくは、申請書と一緒に配布する「お
　知らせ」をご覧ください

● 問い合わせ　鞍手町教育委員会（教育課学校教育係）
　☎ 0949-42-7202

鞍手町では、幼児教育の普及・充実及び保護者の経済的負担軽減のため、
子どもを幼稚園に就園させている保護者に、町民税額に応じて保育料等の
一部を補助する「就園奨励費補助金」を交付しています。

　子ども子育て支援制度へ移行した幼稚園や認定こども園に就園している子どもの保護者は、上記の私立幼稚園就園奨励費
補助金の交付を受けず、町民税額に応じて低減された鞍手町が定める利用者負担額を幼稚園や認定こども園へ支払います。
　なお、保育園等を利用した場合の利用者負担額は、平成29年度から変更ありません。詳しくはお問い合わせください。

子ども子育て支援制度へ移行した幼稚園や認定こども園の利用者負担額は…
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今
月
の
納
税
（
７
月
）

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
２

期
分

●
固
定
資
産
税
︱
第
２
期
分

納
期
限
は
７
月
25
日
（
水
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め

る
町
税
は
、
口
座

振
替
に
す
る
と
金

融
機
関
へ
行
く
手

間
が
い
ら
ず
、
納

め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で
す
。

毎
月
15
日
ま
で
に
手
続
き
を

す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座
振
替

が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

町
内
の
金
融
機
関
や
役
場
税

務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
７
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
１
期
分

納
期
限
は
７
月
25
日
（
水
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

世
良
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

世
良
洋
子
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

７
月
10
日
（
火
）
▽

受
付
（
順
番
の
抽
選
）
＝
午

後
０
時
45
分
か
ら
▽
相
談
＝

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相

談
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た

の
悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き
　
７
月
25
日
（
水
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

７
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
７
月
６
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽
と

き
＝
７
月
12
日
（
木
）
午

前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
（
九

州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝
７
月

25
日
（
水
）
午
後
１
時
か

ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補
聴

器
）
役
場
で
の
相
談
は
、受

付
順
の
番
号
札
を
配
布
し

ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
７
月
５
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

７
月
24
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
７
月
26
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

介
護
と
仕
事
の
両
立

休
日
街
か
ど
相
談

福
岡
県
で
は
、
次
の
と
お

り
家
族
の
介
護
を
し
な
が
ら

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
認
知
症
を
含
む
介
護

と
就
労
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
る
「
休
日
街
か
ど

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士
、
介
護
支

援
専
門
員
、
精
神
保
健
福
祉

士
が
面
談
や
電
話
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
面
談
場
所
・
日
時　

▽
コ

ム
シ
テ
ィ
３
階
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
前
（
北
九
州
市

八
幡
西
区
）
＝
７
月
15
日

（
日
）、
８
月
19
日
（
日
）

▽
イ
オ
ン
穂
波
店
１
階
ふ

れ
あ
い
広
場
（
飯
塚
市
枝

国
長
浦
）
＝
８
月
５
日

（
日
）。
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
（
事
前
予
約
も
で
き

ま
す
）

●
電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ

イ
オ
ン
福
岡
東
店
・
大
野

城
店
で
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
麻
生
教
育

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
☎
（
０

９
０
）
１
５
１
９
局
３
０

２
３
番
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

Calendar
2018 ７

く
ら
しの
情
報

相
談

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局5693番）

●中央公民館…42局7200番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗博物館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●地域包括支援センター…43局3019番

●上下水道課…42局0408番
●中央浄水場…42局0417番
●くらて病院…42局1231番

●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎



く
ら
じ
の
郷

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
勤
労
者
ふ
れ

あ
い
棟
（
体
育
館
）
の
７
月
の

休
館
日
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

２
日
（
月
）、
９

日
（
月
）、
15
日
（
日
）、

16
日
（
月
）、
23
日
（
月
）、

30
日
（
月
）
で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

中
学
校
夏
休
み
期
間
中
は

す
ま
い
る
バ
ス
を

一
部
運
休
し
ま
す

鞍
手
中
学
校
の
夏
休
み
期

間
中
は
、
す
ま
い
る
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
が
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

●
期
間　

７
月
21
日
（
土
）

か
ら
８
月
31
日
（
金
）
ま
で

●
変
更
内
容　

鞍
手
町
バ
ス

が
い
ど
（
平
成
30
年
４
月

改
訂
版
）
の
す
ま
い
る
バ
ス

時
刻
表
の
う
ち
、
運
行
区

分
Ｂ
が
運
休
に
な
り
ま
す

●
運
行
区
分
Ｂ　

▽
み
や
わ

か
線
（
宮
田
病
院
前
～
鞍

手
駅
）
往
路
２
便
・
４
便
、

復
路
８
便
▽
倉
坂
線
（
古
門

栄
町
～
鞍
手
駅
）
往
路
７

便
、復
路
７
便
▽
泉
水
線（
グ

ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
～
鞍
手

駅
）
往
路
６
便
、
復
路
６
便

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
振

興
課
ま
ち
づ
く
り
係
ま
で

定
住
促
進
奨
励
金
の

交
付
申
請
を
お
忘
れ
な
く

鞍
手
町
で
は
、
平
成
24
年

１
月
２
日
か
ら
平
成
34
年
１

月
１
日
ま
で
の
間
に
町
内
に

住
宅
を
取
得
し
て
定
住
す
る

人
を
対
象
に
、
定
住
促
進
奨

励
金
を
10
年
間
交
付
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
の
申
請
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。
対
象
と
な
る

場
合
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
付
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

８
月
１
日

（
水
）
か
ら
10
月
31
日
（
水
）

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
た
だ
し
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で

●
申
請
書
類　

①
交
付
申
請

書
②
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
同
意
書
兼
宣
誓

書
③
交
付
申
請
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
④
登
記
事
項
証
明

書
⑤
住
宅
の
間
取
り
図
（
２

年
目
以
降
の
申
請
書
類
は

①
②
と
な
り
ま
す
）。
こ
れ

ら
以
外
に
も
提
出
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
請
書
類
の
配
布　

申
請

書
類
①
②
③
は
、
役
場
地

域
振
興
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
④
⑤
は
申
請

者
が
準
備
し
て
く
だ
さ
い

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く

り
係
ま
で

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
が
平
成
30
年
度
中
に
策

定
す
る
第
３
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
、
町
内
の
事
業
所

及
び
町
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
意
識
調
査
を

行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
結

果
を
参
考
と
し
て
今
後
の
施

策
の
見
直
し
等
を
行
う
予
定

で
す
。
対
象
の
人
へ
調
査
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象　

無
作
為
に
抽
出
し

た
町
内
の
事
業
所
３
０
０

か
所
及
び
無
作
為
に
抽
出

し
た
町
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
男
女
５
８
０
人

●
調
査
時
期　

▽
事
業
所
＝

７
月
下
旬
▽
町
内
在
住
の

人
＝
８
月
上
旬

●
回
答
方
法　

届
い
た
調
査

票
に
記
入
の
う
え
、
返
信

用
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
児
童
人
権
係
ま
で
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白石塾
お気軽にお問い合わせください。
個々の能力を最大限にのばします。

0949-42-7142

高 校 受 験

伝統と実績 SINCE 1970 3,580 名の卒塾生に支えられ 48 年
【夏期講習概要】【平常授業概要】 期間：７月28日 ～ ８月28日

①個別授業と一斉授業の両立
②中１から入試５科目
③部活対応（授業開始 PM7:30）

特
色

学 年 科 目 日 数 時 間 月 謝
中１・２コース 国・数・社・理・英 18日間 19:30~22:00 32,000円

中
３

東筑
鞍高 国・数・社・理・英 21日間 9:00~15:00 49,000円

公立コース 国・数・社・理・英 21日間 9:00~15:00 49,000円

学 年 科 目 曜 日 授業時間 受 講 料
小５・６ 国・算 月・水 17:00~18:00 7,000 円
中１・２ 国・数・社・理・英 月・水・金 19:30~22:00 17,000円

中３ 国・数・社・理・英 火・木・土 19:30~22:30 19,000円

コース

お
知

ら
せ

分野 № 講 座 名 担　当
まち
づくり

１  キャッチボールトーク 総務課
２  鞍手町の財政について 政策推進課

防災
・

防犯
３  防災知識あれこれ

総務課４  防犯知識あれこれ

く
ら
し

５  広報紙をつくってみよう 政策推進課
６  消費生活講座「悪徳商法にご注意を！」 地域振興課
７  下水道事業について 上下水道課
８  町税について 税務住民課
９  ごみの減量、分別、リサイクルについて 農政環境課

文化
・

教育

10  鞍手町出前歴史講座
歴史民俗博物館11  出前歴史体験講座

12  鞍手町文化財探訪講座

※その他の講座の内容については、お問い合わせください。

分野 № 講 座 名 担　当

健
康
づ
く
り

13  もっと体を動かそう

保険健康課14  慢性腎臓病のはなし
15  生活習慣病予防のはなし
16  食育推進教室（料理教室）
17  認知症サポーター養成講座

福祉人権課

18  介護予防講座
人権 19  男女共同参画を学ぼう 
子育て 20  子ども・子育て支援について

福祉
・

保険

21  わかりやすい介護保険制度
22  障がい者福祉制度について
23  国民健康保険制度について 保険健康課24  後期高齢者医療制度について

見学 25  浄水場施設見学 上下水道課26  遠賀川下流浄化センター施設見学

出前講座 まちづくりについて知りたい。聞きたい。学びたい。
　町では「住民参画によるまちづくり」「開かれた町政」を実現
するため「まちづくり出前講座」を行っています。これは、町政
や公的な制度などについて理解を深めてもらうもので、町の職
員などがみなさんのもとを訪ね、講師として説明するものです。

講座メニューは下表のとおりで、町内に住んでいる人や勤務
している人などで構成された10人以上の団体等で申し込むこ
とができます。申込方法や講座の内容など詳しくはお問い合
わせください。 ● 問い合わせ　役場総務課まで



住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が

10
月
１
日
現
在
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
総
務
省
が
実
施
す
る

こ
の
調
査
は
、
無
作
為
に
抽
出

さ
れ
た
全
国
約
３
７
０
万
世

帯
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な

調
査
で
、
住
宅
数
や
居
住
状

況
だ
け
で
な
く
、「
高
齢
化
社

会
を
支
え
る
居
住
環
境
」、「
耐

震
性
・
防
火
性
な
ど
の
住
宅
性

能
水
準
の
達
成
度
」、「
空
き
家

の
実
態
」
な
ど
の
把
握
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
対
象
世
帯
へ

は
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査

書
類
の
配
布
・
回
収
を
行
い
ま

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

回
答
で
き
ま
す
。
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策
推

進
課
政
策
係
ま
で

い
た
ず
ら
ド
バ
ト
や

カ
ラ
ス
を
退
治
し
ま
す

大
豆
な
ど
の
農
作
物
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
と
お
り

ド
バ
ト
や
カ
ラ
ス（
有
害
鳥
獣
）

の
駆
除
を
行
い
ま
す
。
期
間
中

は
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん
が
銃
を

使
用
し
ま
す
の
で
、
伝
書
鳩ば

と

な
ど
を
飼
っ
て
い
る
人
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
期
間　

７
月
１
日（
日
）

か
ら
９
月
30
日
（
日
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
農
業
振
興
係
ま
で

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
�

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
野
焼
き
」
と
は
、
家
庭
ご

み
や
せ
ん
定
し
た
枝
な
ど
を

屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ

て
燃
や
し
た
り
、
穴
を
掘
っ
て

燃
や
し
た
り
す
る
ほ
か
、
ド
ラ

ム
缶
な
ど
の
簡
易
な
構
造
の

焼
却
炉
を
使
用
し
て
燃
や
す

こ
と
も
野
焼
き
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。
野
焼
き
は
、「
廃

棄
物
の
不
適
正
な
処
理
の
防

止
」「
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
与
え
る
影
響
」
か
ら
原
則

禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
に
住
む

人
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に

も
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政
環

境
生
活
環
境
係
ま
で

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

街
頭
啓
発
と
講
演
会
を

行
い
ま
す

町
で
は
、
７
月
の
同
和
問

題
啓
発
強
調
月
間
に
合
わ
せ
、

次
の
と
お
り
啓
発
事
業
と
し

て
街
頭
啓
発
及
び
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

■
街
頭
啓
発

●
と
き
・
と
こ
ろ　

７
月
２

日
（
月
）
▽
午
前
７
時
か

ら
＝
鞍
手
駅
前
▽
午
前
11

時
30
分
か
ら
＝
ス
ー
パ
ー

川
食
前
、
ト
ラ
イ
ア
ル
前
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
前
、

サ
ン
グ
リ
ー
ン
鞍
手
前
▽

午
後
５
時
30
分
か
ら
＝
鞍

手
駅
前
、
ス
ー
パ
ー
川
食

前
、
ト
ラ
イ
ア
ル
前　
　

※
い
ず
れ
も
30
分
程
度

●
内
容　

啓
発
グ
ッ
ズ
（
テ

ィ
ッ
シ
ュ
）
の
配
布

■
講
演
会

●
と
き　

７
月
24
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
演
題　

ち
ょ
っ
と　

心
を

か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か

●
講
師　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
ン

ド
「
熱
と
光
」（
宮
崎 

保

さ
ん
、
滝
口  

準
さ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
の
登
録
変
更

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
指
定
し
て
い
る
１

社
に
つ
い
て
、
住
所
等
の
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。
水
道
工

事
は
町
が
指
定
し
た
工
事
事

業
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

●
株
式
会
社
イ
ー
ス
マ
イ
ル

▽
住
所
＝
大
阪
市
中
央
区

瓦
屋
町
三
丁
目
７
番
３
号

▽
電
話
＝
（
０
６
）
７
７

３
９
局
２
５
２
５
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
庶
務
係
ま
で

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
配
布
期
間
・
募

集
期
間　

７
月
12
日
（
木
）

か
ら
23
日
（
月
）
ま
で

●
募
集
案
内
配
布
場
所　

福

岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊

管
理
事
務
所
直
方
出
張
所
、

役
場
建
設
課
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
☎
（
０
９
２
）
７
８

１
局
８
０
２
９
番
ま
で

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
支
援

福
岡
県
獣
医
師
会
小
動
物

部
会
筑
豊
地
区
部
会
で
は
、
次

の
と
お
り
飼
い
主
の
い
な
い
猫

に
対
し
、
不
妊
・
去
勢
手
術
の

支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
の
大
部
分

は
募
金
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
募
金

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
多
く

の
手
術
実
施
頭
数
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
協
力
病
院
で
行
っ
て
い

ま
す
募
金
活
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

平
成
30
年
12

月
末
日
（
申
し
込
み
頭
数

１
５
０
頭
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

●
手
術
料　

▽
メ
ス
＝
１
万

８
０
０
円
、
▽
オ
ス
＝
５

千
４
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

さ
く
ら
動

物
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
宮
若
市
）

☎
３
２
局
２
７
０
１
番
、

よ
し
も
と
動
物
病
院
（
宮

若
市
）
☎
３
２
局
１
２
９

９
番
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
動
物
病

院
（
直
方
市
）
☎
２
６
局

４
１
３
６
番
、
ア
ミ
ノ
動

物
病
院
（
直
方
市
）
☎
２

５
局
８
１
１
８
番
ま
で
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1,000 メートルの花火の滝（ナイアガラ）

総数 6,000 発の花火と 1,000 メートルの花
火の滝（ナイアガラ）が直方の夜空を彩り
ます。打ち上げ場所と観覧席の近さが特徴。
これによって生まれる一体感により、他の
花火大会にはない、迫力のある花火をぜひ
ご体感ください。
● とき　７月 29 日（日）※花火大会は午後

８時から（予備日：７月 31 日（火）・８
月６日（月））

● ところ　直方リバーサイドパーク（遠賀
川河川敷）

● 問い合わせ　直方商工会議所☎２２局５
５００番まで

県道 29 号で結ばれる直方市・鞍
手町・宗像市の２市１町は、地域
振興及び沿線地域の活性化に向け
た連携事業を実施しています。

 

今だけ １台 \８，０００ 
※複数台ご依頼の場合は２台目からさらに値引き致します。 

 
 

 ライブ・クリーンサービス 鞍手町大字中山２７６８－４９入江テナント２ 

０９４９（２８）９７９５ 入江家電さん横 
 

（お掃除ロボ付きは別途ご相談下さい） 
暑くなる前に中からキレイにし快適に夏を過ごしましょう 

その他、掃除全般のご相談もお気軽にどうぞ 

エアコンクリーニングキャンペーン 



創
業
時
に
借
り
入
れ
た

融
資
の
利
子
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

町
で
は
、

産
業
振
興

や
地
域
の

活
性
化
を

図
る
た
め
、

町
内
に
お
い
て
創
業
す
る
個

人
や
法
人
に
対
し
、
次
の
と

お
り
平
成
29
年
４
月
１
日
以

降
に
借
り
入
れ
た
融
資
の
利

子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
と
な
る
融
資　

①
福
岡
県
中
小
企
業
振
興

資
金
融
資
制
度
要
綱
第
６

条
第
３
号
に
規
定
す
る
新

規
創
業
資
金
②
株
式
会
社

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
実

施
す
る
創
業
支
援
に
か
か

る
融
資

●
補
助
金
額　

対
象
融
資
に

か
か
る
１
年
分
の
利
子
支

払
額
の
２
分
の
１
以
内
の

額
（
補
助
対
象
者
１
件
に

つ
き
上
限
５
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、

役
場
地
域
振
興
課
地
域
振

興
係
ま
た
は
鞍
手
町
商
工

会
☎
４
２
局
０
３
５
７
番

ま
で

町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

起
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
・
開
設

す
る
場
合
や
既
に
開
設
し
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
を
拡
充
し
た
り
す
る
町

内
事
業
者
に
対
し
て
、
次
の

と
お
り
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
の
新
規
出
店
、
２
店
目

以
降
の
出
店
等
を
検
討
し
て

い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

町
内
に
本
店
を
有

し
、
実
在
す
る
店
舗
で
１

年
以
上
の
営
業
実
績
が
あ

り
、
町
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
等
の
条
件
を
満
た

す
事
業
者
の
う
ち
、
次
の

い
ず
れ
か
の
事
業
を
行
う

も
の
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
新
た
に
出
店
・

開
設
す
る
場
合
②
既
に
開

設
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
に
対
応
す
る
更

新
を
行
う
場
合
③
既
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
出
店
・
開
設
し
て
い
る

事
業
者
で
、
２
店
目
以

降
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
・
開
設

す
る
場
合

●
対
象
経
費　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
、

開
設
、
更
新
に
か
か
る
経

費
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
に
係
る

経
費

●
補
助
金
額　

対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
10

万
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域

振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で

ふ
く
お
か

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
の

認
定
研
修
会
を
行
い
ま
す

福
岡
県
で
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
、
そ
の
豊
か
な
知

識
や
経
験
を
生
か
し
て
地
域

の
子
育
て
支
援
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
ふ

く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ス
タ
ー
認
定
の
た
め
の

研
修
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
11
日
（
火
）、

12
日
（
水
）、
13
日
（
木
）、

18
日
（
火
）、
25
日
（
火
）、

27
日
（
木
）、
28
日
（
金
）

●
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
飯

塚
市
飯
塚
１
４
番
６
７
号
）

●
対
象
者　

60
歳
以
上
の
子

育
て
支
援
活
動
に
関
心
の

あ
る
人

●
定
員　

50
人

●
申
込
締
切　

８
月
22
日

（
水
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
70

歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
内

「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
」
コ
ー
ナ
ー
☎
（
０

９
２
）
４
８
１
局
１
３
１

２
番
ま
で

自
衛
官
採
用
試
験
を

行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚

地
域
事
務
所
で

は
、
次
の
と
お
り

自
衛
官
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。

●
募
集
種
目　

一
般
曹
候
補

生
、
自
衛
官
候
補
生
、
航

空
学
生

●
試
験
日　

▽
一
般
曹
候
補

生
・
自
衛
官
候
補
生
＝
９

月
22
日
（
土
）
▽
航
空
学

生
＝
９
月
17
日
（
月
・
祝
）

●
受
験
資
格　

▽
一
般
曹
候

補
生
・
自
衛
官
候
補
生
＝

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
航
空
学
生
（
空
）
＝
18

歳
以
上
21
歳
未
満
の
人
（
高

卒
見
込
含
む
）
▽
航
空
学
生

（
海
）
＝
18
歳
以
上
23
歳
未

満
の
人
（
高
卒
見
込
含
む
）

●
受
付
期
間　

７
月
１
日（
日
）

か
ら
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
会
場
な

ど
詳
し
く
は
自
衛
隊
飯
塚
地

域
事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で
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くらしの情報

直方宗像線沿線自治体連絡会議では、
直方市・鞍手町・宗像市の埋もれた名所や自
然、風景、イベントや特産品を SNS を活用
し知名度を向上させるためのフォトコンテス
トを実施します。スマホを使って、SNS 映え
する写真などを投稿してみませんか。
● 応募要件　直方市・鞍手町・宗像市で撮

影された、テーマに沿った写真
● テーマ　観光スポット、かくれた名所、

面白スポット、イベント、ご当地食材など
● 応募方法　①下記の公式ページをフォロー
　▷ Instagram＝ fukuoka.route29
　▷ Facebook＝ @fukuoka.Route29
　▷ twitter＝ @fukuoka_route29
　②撮影場所によって「# るーと 29 のおが

た夏」「# るーと 29 くらて夏」「# るーと
29 むなかた夏」と、ハッシュタグをつけ
て写真を投稿（「#」と「29」は半角）

● 応募締切　９月 25 日（火）
● 問い合わせ　役場政策推進課まで



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
書
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
８
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
18
年
８
月
１
日

か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
７
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で
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くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【５月中】 【累　計】
件 数 2件（－13） 件 数 238 件（＋ 3）

死 者 00人（±10） 死 者 221人（＋ 1）

傷 者 2 人（－13） 傷 者 54 人（＋ 7）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【５月中】 【累 計】

刑法犯総数 83 件（－26） 刑法犯総数 303 件（－ 97）

車上ねらい 1 件（± 0） 車上ねらい 8 件（－ 13）

自転車盗難 5 件（－ 6） 自転車盗難 24 件（－ 22）

空き巣 7 件（－10） 空き巣 34 件（－ 1）

生活安全課からのお知らせ
　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 22 日（日）木原医院（山ヶ崎）
☎４２局５００５番

７月の
休日在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　７月 11 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

中央公民館内のこどものとしょ
しつで、子どものお話の会を行いま
す。親子で聞きに来てみませんか。
● とき　７月 14 日（土）午前 11 時

から
● ところ　中央公民館
● 問い合わせ　中央公民館まで

子どものお話の会
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介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

８
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
28
年
８
月
２
日
か
ら
９

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

７
月
25
日

（
水
）、
26
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
書
類
、
印
か
ん
、

取
り
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

重
度
障
害
者
医
療
証
の

更
新
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

重
度
障
害
者
医
療
は
、
重

度
障
害
者
の
医
療
費
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
、
対
象
と

な
る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い

る
重
度
障
害
者
医
療
証
の
有

効
期
間
は
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
使

用
す
る
た
め
に
は
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。
医
療
証
を

持
っ
て
い
る
人
に
は
、
更
新
手

続
き
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

●
対
象
者　

町
内
に
住
所
が

あ
り
、
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず

れ
か
を
所
有
し
て
い
る
人
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・

２
級
②
療
育
手
帳
Ａ
③
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級　

※
65
歳
以
上
の
人

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制

限
が
あ
り
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
は
対
象
外

で
す

●
更
新
手
続
き　

▽
と
き
＝

７
月
25
日
（
水
）
か
ら
８

月
31
日
（
金
）
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）。
時
間

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
。た
だ
し
、

木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
＝
役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
更
新
手
続
き
に
要
な
も
の

現
在
使
用
し
て
い
る
医
療

証
、
健
康
保
険
証
、
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、

印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
広
域
連
合

職
員
採
用
試
験

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
で
は
、
平
成
30
年
度
職
員

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
職
種　

行
政
事
務
（
平
成

31
年
４
月
採
用
）

●
試
験
・
勤
務
場
所　

福
岡

市
。
な
お
、
試
験
日
や
受

験
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
７
月
上
旬
に
福
岡
県

介
護
保
険
広
域
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
fukuoka-kaigo.jp

）
に
掲

載
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
介

護
保
険
広
域
連
合
本
部
総

務
課
総
務
係
☎
（
０
９
２
）

６
４
３
局
７
０
５
５
番
ま

で次
の
方
々
か
ら
寄
附
（
香

典
返
し
）
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
（
か
っ
こ
内
は
故
人
。

故
人
敬
称
略
）。

●
く
ら
て
病
院
へ

▽
髙
橋
孝
彦
様
＝
中
山
東
区

（
花
子
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
原
田
文
孝
様
＝
小
牧
（
千

代
子
）

くらしの情報

総合プール（中央公民館横）の利
用が次のとおり始まります。利用で
きるプールは、遊泳プールのみです。
● 期間　７月 20 日（金）から８月 31

日（金）まで。ただし８月 13 日か
ら 16 日まではお休みです

● 時間　①午前 10 時から正午まで②
午後０時 30 分から２時 30 分まで
③午後３時から５時まで

● 利用料　無料
● 注意　プールを利用するときは、次

のことを守ってください。①食べ物
や飲み物、危険物、動物などを持
ち込まない②プールの中で水中め
がねを使わない③水泳帽子をかぶ
る④腰洗いやシャワーで体を清潔
にしてから入る⑤貴重品は責任を
持って管理する

● 問い合わせ　教育課生涯学習係ま
で
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総合プール利用開始のお知らせ
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セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール
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◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
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鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）
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高齢者等の栄養改善の一助に

町では、栄養改善が必要な高齢者・障
がい者を対象にした夕食のお弁当の配達
を行っています。現在は週２回、火曜日
と木曜日に実施していますが、平成 30 年
８月からは、次のとおり毎日利用できる
ようになります。
● 対象　65 歳以上でひとり暮らしの人、

高齢者のみの世帯の人、身体に障がい
がある人（18 歳以上で身体障害者手帳
を持っている人）など（利用前に実態
調査をします）

● 配食日時　配食を希望する曜日の夕食
時（配達時間は午後３時 30 分から５
時 30 分までの間で時間指定はできま
せん）

● 本人負担額　１食につき３００円
● 申し込み・問い合わせ　役場福祉人権

課高齢者支援係まで



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・５月の人の動き

平成 30 年７月号  No.703

・人口　16,150 人
・男性　 7,678 人
・女性　 8,472 人
・世帯数  7,507 世帯

（平成 30 年５月 31 日現在）

・出生  8 人
・死亡  24 人
・転入  30 人
・転出    50 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

７月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 日

2 月 同和問題啓発強調月間街頭啓発（12ページ参照）

3 火

4 水

5 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、５ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、10ページ参照）

6 金 補聴器相談（役場：13時～14時、10ページ参照）

7 土

８ 日

９ 月

10 火 乳幼児相談（福祉センター、５ページ参照）
無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、10ページ参照）

11 水

12 木 ４か月健診（福祉センター、５ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、10ページ参照）

13 金

14 土 子どものお話の会（中央公民館：11時～、14ページ参照）

15 日

16 月 海の日　

17 火

18 水

19 木

20 金 総合プール開設　～８月31日（金）（中央公民館横総合プール、
15ページ参照）

21 土 すまいるバスのダイヤ変更　～８月31日（金）（11ページ参照）

22 日

23 月

24 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、10ページ参照）
同和問題啓発強調月間講演会（中央公民館：14時～、12ページ参照）

25 水

国民健康保険税（第２期分）、固定資産税（第２期分）、
後期高齢者医療保険（第１期分）納期限（10ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、10ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、10ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、15ページ参照）

26 木
７か月、12か月健診（福祉センター、５ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、10ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、15ページ参照）

27 金

28 土

29 日 炭坑勉強会（中央公民館：13時 30分～16時、４ページ参照）

30 月

31 火

【いわしの梅しそ揚げ】１人当たりの栄養価　327kcal

　

【レタスのレンジ蒸し  薬味のせ】　１人当たりの栄養価　36kcal

テーマ
「食中毒を予防する!!」

■材料（４人分）
いわし（６尾）、梅干し（３個）、酒（小さじ１）、青しそ（12
枚）、小麦粉（2/3 カップ）、水（2/3 カップ）、揚げ油（適
宜）、レモン（1/2 個）

■材料（４人分）
レタス（１個）、みょうが（２個）、花かつお（４g）、いり
ごま（白・小さじ１）、しょうゆ（大さじ１）

■作り方
① いわしは手開きにして中骨と尾を切り落とし、縦半分

に切る。
② 梅干しは種を取り、包丁で粗くたたき、酒を加えて溶き

のばしておく。
③ いわしの身の方に②をぬる。さらに青じそを１枚ずつ

のせて、頭のほうからくるりと巻き、つまようじで留
める（１人３個）。

④ ボウルに小麦粉と水を合わせて、
粉が少し残るくらいにさっくりと
混ぜ、いわしにつけて 180℃に熱し
た油でさっくりと揚げる。器に盛り、
くし形に切ったレモンを添える。

■作り方
① レタスは包丁で芯をくり抜く。みょうがは小口切りに

する。
② 耐熱皿にレタスを芯の側を下にしてのせ、ラップをか

けてレンジで３分加熱し、そのまま
１分程蒸らす。

③ フライ返しなどで取り出し、縦４等
分に切り分け、蒸し汁と共に盛る。

④ みょうが、花かつお、ごまを散らし、
しょうゆをかける。

食中毒菌を
「つけない、増やさない、やっつける」

●食材で予防する
　はちみつ・梅干し・しそ・わさび・生姜・にんにく・
　お茶（カテキン）・パセリなど
●調理時のポイント
　加熱は十分に（目安は中心部分の温度が75℃で1分間以上）
　レンジを使うときは均一に加熱されるようにする
　調理を途中でやめたら食品は冷蔵庫へ


